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150名 先着順
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午後２時～５時１０分

　（各講演は質疑を含み８０分）

聴講無料聴講無料

場所／日本学士院会館 東京・上野

上 野 の 山 文 化 ゾ ー ン フ ェ ス テ ィ バ ル 　 講 演 会 シ リ ー ズ

講演１

Liability of the Family for Damages Caused by Elderly Members
whose Responsibility is Excluded

公開講演会



Profile

◎お席に限りがございますので、お申込みはお早めにお願いいたします。

上野の山文化ゾーンフェスティバル　
講演会シリーズ

T H E  J A P A N  A C A D E M Y  6 5 t h  P U B L I C  L E C T U R E

第65回 日本学士院 公開講演会
日本学士院では、広く一般の方々を対象に、本院の活動を理解してもらうことを目的として、会員を講師に毎年春・秋
２回講演会を実施しています。春季は全国各地、秋季は上野の本院会館で開催し、専門分野の異なる講師により研究
成果を社会に分かりやすく発信しています。日本学士院には各分野で高い業績を挙げた研究者が多数所属していま
す。本院会員のお話を聞いていただけるこの機会に、たくさんの方からのお申込みを心よりお待ちしております。

京都大学法学部卒業。京都大学法学部教
授、最高裁判所判事等を歴任。19世紀後半
のドイツ民事法学が、訴権法体系を克服し
て、物権・債権および請求権を柱とする実体
法体系を確立した過程を研究し、民法・民法
学における請求権概念を、実体法と訴訟法
の両面から明らかにした。

  超高齢化社会といわれる現代社会において、認知症の高齢者

が第三者に損害を与えた場合、家族はどのような責任を負うの

か、どうすれば責任を負わないですむのか、また、被害者はどの

ようにして救済されるのか。平成28年3月1日の最高裁判決（JR

東海事件判決）は、「線路に立ち入り列車と衝突して鉄道会社

に損害を与えた認知症の者の妻と長男の責任の有無」が問わ

れた事案であるが、大きな反響を呼び起こした。講演において、

判決の法律的論点を探るとともに、新聞等に見られる様々の意

見、提案や今後の課題について考えたいと思う。

主要駅からのアクセス
・JR上野駅公園口から徒歩4分
・京成上野駅から徒歩8分
・東京メトロ上野駅から徒歩8分

日本学士院　公開講演会係
〒１１０－０００７　東京都台東区上野公園７－３２

ＴＥＬ：０３－３８２２－２１０１

問合せ先

メール、ファックス、往復はがきのいずれかの方法で、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、メールアドレス等の

連絡先を記載して、下記にお送りください。後日、本院よりお返事を差し上げます。
※本院HP（http://www.japan-acad.go.jp/）からもお申込みできます。

◎事前にお申込みが必要です。（定員１５０名・先着順）

申込方法

メ ー ル ｋｏｕｅｎｋａｉ＠ｊａｐａｎ-ａｃａｄ.ｇｏ.ｊｐ

Ｆ Ａ Ｘ ０３－３８２２－２１０５

往復はがき 〒１１０－０００７　
東京都台東区上野公園７－３２　日本学士院　公開講演会係

責任能力のない高齢者による
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京都大学工学部卒業。京都大学工学部教授・
総長、国立国会図書館長等を歴任、国際高等
研究所所長。用例主導翻訳方式の創案と世
界に先駆けた知識システムとしての電子図
書館の建設など、画像と言語の情報処理に
数々の大きな成果をあげた。

　コンピュータの発展によって世界各国で従来の図書館が電子

図書館化され始めている。日本では国立国会図書館で大規模

なデジタル化が行われ、ネットを通じて多くの書物を電子的に読

むことができる。電子図書館の構築には多くの費用がかかるが、

それによって従来の図書館では不可能だった多くの便利なこと

が実現できる。

 本講演では電子図書館とはどういうものか、その便利な特徴は

何かを明らかにするとともに、国立国会図書館の電子図書館の

現状をはじめ、ヨーロッパでの意欲的な活動などを紹介し、美術

館、博物館などと連携した将来の理想の電子図書館の姿につ

いて論じる。

電子図書館とその将来

Digital Library and Its Future Prospects

長 尾 　 真 会員
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※お車での来院はご遠慮ください。
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